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「神を信じれば、平安で、揺れ動くこともない !」
こんな短絡と誤解に、もう苦しまなくてもいい。

〈否定的〉と言われている諸感情に振り回され、そんな自分をさらに断罪し続けるという無限ループに陥る信仰者は
いないだろうか？　Vulnerability（傷つきやすさ）をむしろ人間の自然な本性と捉え直し、そこから感情豊かな生へ
と眼を開いてくれる水先案内の書。（初版：2022 年 8月刊行）
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